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《も　  く　  じ》　

　

去
る
五
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
第
四
八
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、
支
部
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
の

で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
三
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
や
、
未
だ
収
束
し
な
い
東
京
電
力
の
原
発
事
故
等
大
災

害
に
見
舞
わ
れ
非
常
に
厳
し
い
一
年
で
し
た
。

　

大
震
災
、
原
発
事
故
か
ら
一
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
瓦
礫
処
理
は
お
ろ
か
、
避
難
住
民
の
復

帰
計
画
、
汚
染
地
域
の
除
染
等
未
だ
に
復
興
の
道
筋
が
見
え
て
こ
な
い
こ
と
に
苛
立
ち
を
感
じ
ま
す
。

特
に
、
原
発
事
故
周
辺
地
域
の
大
半
は
森
林
で
あ
り
、
そ
の
豊
か
な
資
源
を
活
用
し
た
、
林
業
・
木
材

産
業
が
基
幹
産
業
で
し
た
が
、
既
に
、
警
戒
区
域
等
の
指
定
に
よ
り
事
業
活
動
の
制
限
、
生
産
物
の
出

荷
制
限
や
風
評
被
害
な
ど
深
刻
な
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。

　

林
業
は
、
植
生
、
気
象
条
件
、
地
形
等
が
作
業
現
場
に
よ
り
異
な
り
、
多
様
な
作
業
環
境
、
作
業
状

況
に
よ
り
、
使
用
機
械
、
作
業
道
具
、
作
業
手
順
等
自
ら
判
断
し
対
応
で
き
る
高
度
な
技
術
・
技
能
が

要
求
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
森
林
除
染
が
本
格
化
す
れ
ば
他
産
業
か
ら
の
未
経
験
の
新
規
就
労
者
の
採
用

が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
災
害
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
所
で
す
。

　

平
成
二
三
年
の
県
内
の
林
業
に
お
け
る
労
働
災
害
は
、「
林
業
」
で
四
一
件
、「
木
材
製
造
業
」
で
は
、

死
亡
災
害
一
件
、
死
傷
災
害
三
六
件
の
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
労
働
災
害
の
発
生
原
因
を
見
る
と
、
依
然
と
し
て
同
種
、
類
似
災
害
の
発
生
を
繰
り
返
す

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
最
近
の
特
徴
と
し
て
は
、
熟
練
労
働
者
が
本
来
遵
守
す
べ
き
安
全
確
保
の

た
め
の
基
本
的
な
作
業
手
順
を
励
行
し
て
い
な
い
な
ど
、
仕
事
に
対
す
る
慣
れ
、
こ
の
位
大
丈
夫
と
言

う
過
信
等
に
起
因
し
て
い
る
災
害
が
増
加
し
て
い
る
現
象
に
有
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
「
林
材
業
ゼ
ロ
災
運
動
」、「
林
材

業
死
亡
災
害
防
止
対
策
」、「
林
材
業
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
の
普
及
定
着
、「
高
性
能
林
業
機
械
等
大

型
機
械
」
に
よ
る
安
全
作
業
の
徹
底
な
ど
事
業
者
及
び
労
働
者
が
一
体
と
な
っ
た
労
働
安
全
意
識
の
高

揚
、
現
場
に
お
け
る
安
全
の
基
本
に
立
ち
返
っ
た
、
作
業
手
順
の
遵
守
の
徹
底
や
労
働
安
全
教
育
の
充

実
な
ど
労
働
災
害
防
止
対
策
の
推
進
強
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
有
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
二
〇
年
度
を
初
年
度
と
し
た
「
第
十
一
次
労
動
災
害
防
止
五
カ
年
計
画
」
も
最
終
年

を
迎
え
、
こ
の
計
画
の
完
全
達
成
に
向
け
て
、
会
員
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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福島県優良建設工事表彰

■施工業者　〒979－�47� 双葉郡双葉町大字長塚字町48
　　　　　　田中建設株式会社　　取締役社長　木下　弘行
■事 業 名　ふるさと林道緊急整備事業　赤原遠山Ⅱ地区
　　　　　　双葉郡川内村大字上川内字小笹目地内
■工事概要　自動車道　Ｌ＝�,�93ｍ
■寸　　評　　本工事は、急勾配（７％以上）が４割を超え、拡幅を有する急カーブ

が連続し、重機作業等において十分な場所を確保できない状況下での工
事である。

　　　　　　　舗装工においては、As合材工場と綿密な連絡体制のもとに円滑な合材
の出荷と施工が行われた。大小２台のAsフィッシャニーを投入した打
設、横断勾配表示板を設置しながら、マカダムローラーとタンデムロー
ラーの併用により入念な締め固めを行い、高い密度と平坦性を確保した。
また、路肩Ｌ型側溝に石の粉を塗りAs 合材が付着するのを防止するな
ど、きめ細やかな施工によりきれいな出来ばえを確保した。さらに、ブ
ロワーを使用した落葉等除去による異物混入防止を実施していることは
高い評価に値する。狭小な現場での複数の重機作業において、機械ごと
に誘導員を配置して安全対策を行っていることも高い評価に値する。

治 山 部 門

林 道 部 門

■施工業者　〒969－6�83 会津若松市北会津町上米塚��35－２
　　　　　　永島建設株式会社　　代表取締役　永島　隆治
■事 業 名　復旧治山事業　油窪地区
　　　　　　大沼郡会津美里町旭寺入字油窪地内
■工事概要　流路工　Ｌ＝�45ｍ
■寸　　評　　本工事は荒廃渓流の末端の流路固定を目的とした流路工�45ｍを設置

する工事である。渓流末端であるため、予期せぬ場所からの出水等への
対応処理や夏季期間の熱中症対策、蜂対策等、作業員の安全確保のため
の措置が的確に実施されていた。種子付きむしろからは外来種を除くな
ど、生態系の保全にもしっかり対応していた。仮排水路を埋設して災害
時に備えるなど、その取組は評価できるものである。

　　　　　　　勾配がある流路であり、コンクリートの品質確保が重要であることか
ら、作業員へコンクリート打設研修を現地で行うなど、品質確保への取
組について評価できるものである。また、その結果、仕上がりも良好で
あった。床固め工、帯工、流路工と連続する構造物が的確に設置され、
その出来映えは評価できるものである。

■施工業者　〒963－09�� 郡山市西田町鬼生田字阿廣木１
　　　　　　矢田工業株式会社　　代表取締役　成田　正樹
■事 業 名　ふるさと林道緊急整備事業　大霊山地区
　　　　　　伊達市霊山町石田字荷立場地内
■工事概要　橋梁上部工　Ｌ＝47ｍ
■寸　　評　　本工事は、橋梁上部工の製作及び架設工事であり、鋼製箱桁を６分割

して現場に搬入し、山間部の狭隘な沢地形部に施工するものである。
　　　　　　　厳しい線形条件（曲線半径60ｍ、横断片勾配6.0％）であり、直橋と比

べより正確性が求められるが、床版厚検測に六角ボルトと全ねじボルト
を組み合わせた検測棒を採用し、床版厚と鉄筋かぶりの確実な確保を図
るなど、高度な技術と適切な施工管理により、優秀な出来型と品質を確
保した。周辺保安林の損傷防止対策、土石流を想定した避難訓練の実施、
熱中症対策、ゴミ分別の徹底、散水車での路面清掃等、路線や現場周辺
の美化に努めた。東北地方太平洋沖地震の発生に伴い工程に遅れが生じ
たが、綿密な工程管理により工期の約２ヶ月前に工事を完成させるなど、
適正な管理がなされており、出来栄えも非常に優秀である。

特殊構造物部門

　平成24年度福島県優良建設工事は、土木部関係で13部門16件（17社）、
農林水産部関係で５部門６件（６社）の受賞が決まった。
　昨年は東日本大震災の影響で見合わせたため、２年ぶりの表彰。平成
22年度か23年度に完成した工事を対象とした。
　ここでは林業関係の受賞工事３件について紹介する。

❖❖　　　　　　　　　　　　　　　　❖❖
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緑
の
募
金
に
つ
い
て

Ⅰ　

平
成
二
四
年
度
春
季
緑
の

　

募
金
実
績
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

～
募
金
額
が
大
幅
に
回
復
し
ま
し
た

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
～

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
等
の
影
響
に
よ

り
、
春
季
緑
の
募
金
活
動
を
自
粛
し
た
た

め
、
募
金
額
は
約
一
、
二
〇
〇
万
円
と
な

り
二
二
年
度
に
比
べ
大
幅
に
減
少
し
ま
し

た
が
、
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
支
援

を
目
的
に
秋
季
緑
の
募
金
活
動
を
実
施

し
、
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
事
業
と
し
て
、
浜
通
り

の
幼
稚
園
等
に
積
み
木
の
贈
呈
や
「
森
の

教
室
」
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
さ
ら
に
は
、

昨
年
中
止
し
た
緑
の
少
年
団
大
会
の
開
催

な
ど
を
目
的
と
し
て
春
季
緑
の
募
金
活
動

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
別
表
の
よ
う
に
約

五
、
五
〇
〇
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ま
及
び
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

緑
の
募
金
の
使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、

八
月
三
日
に
開
催
し
た
「
緑
の
募
金
運
営

協
議
会
」
に
お
い
て
ご
検
討
い
た
だ
き
、

各
地
方
緑
化
推
進
委
員
会
と
と
も
に
、「
う

つ
く
し
ま
育
樹
祭
」
を
は
じ
め
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
緑
化
の
推
進
を
通
し
て
本

県
の
復
興
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ　

秋
季
緑
の
募
金
活
動
の
実
施

　

に
つ
い
て

　

秋
季
緑
の
募
金
活
動
は
九
月
一
日
か
ら

十
月
三
一
日
ま
で
の
二
か
月
間
を
重
点
活

動
期
間
と
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

春
季
緑
の
募
金
同
様
、
被
災
さ
れ
た

方
々
へ
の
支
援
や
復
興
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

募
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
福
島

県
緑
化
推
進
委
員
会
ま
た
は
各
市
・
地
方

緑
化
推
進
委
員
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

〒
九
六
〇―

八
〇
四
三

福
島
市
中
町
五―

十
八
（
林
業
会
館
内
）

㈳
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

　

福
島
県
緑
化
推
進
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
二
四―

五
二
四―

一
四
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
四―

五
二
一―

三
二
四
六

平成24年度緑の募金（春季）実績 単位：円

市・地方緑化
推進委員会

募　金
目標額

募　金
実績額

達成率
（％）

募 　 金 　 の 　 種 　 類
街頭募金 家庭募金 企業募金 職場募金 学校募金

福島市緑化推進委員会 9,300,000 3,321,837 35.7 5,416 0 1,426,753 837,399 1,052,269
伊達市緑化推進委員会 2,300,000 2,454,374 106.7 31,916 1,807,570 204,000 337,563 73,325
伊達郡緑化推進委員会 1,400,000 911,424 65.1 2,106 662,600 186,000 60,718 0
二本松市緑化推進委員会 2,100,000 0 0.0 0 0 0 0 0
本宮地域緑化推進委員会 1,300,000 1,010,892 77.8 498 260,600 503,316 117,089 129,389
国土緑化郡山市推進委員会 11,100,000 10,813,962 97.4 7,200 6,909,900 909,835 868,632 2,118,395
須賀川市緑化推進委員会 2,600,000 25,174 1.0 25,174 0 0 0 0
国土緑化岩瀬地方推進委員会 600,000 678,995 113.2 1,901 491,543 4,910 100,907 79,734
田村地方緑化推進委員会 2,600,000 3,639,876 140.0 67,721 2,588,500 325,718 558,501 99,436
国土緑化石川地方推進委員会 1,800,000 2,097,951 116.6 295 1,078,710 423,739 250,014 345,193
白河市緑化推進委員会 2,200,000 789,341 35.9 0 74,900 554,424 160,017 0
国土緑化西白河地方推進委員会 1,600,000 1,948,573 121.8 568 1,301,100 413,764 219,494 13,647
国土緑化東白川地方推進委員会 1,500,000 1,173,375 78.2 262 807,010 154,798 173,385 37,920
会津若松市緑化推進委員会 4,500,000 5,340,165 118.7 44,528 3,565,199 472,000 785,935 472,503
両沼地方緑化推進委員会 2,000,000 1,891,186 94.6 1,201 1,694,320 50,000 145,665 0
会津耶麻地方緑化推進委員会 1,200,000 1,381,216 115.1 3,915 1,063,000 80,000 112,525 121,776
喜多方市緑化推進委員会 2,000,000 2,338,561 116.9 2,999 1,588,380 285,000 453,871 8,311
南会津地方緑化推進委員会 1,400,000 1,637,005 116.9 51,369 1,392,385 8,000 178,451 6,800
相馬地方緑化推進委員会 4,400,000 441,398 10.0 0 0 0 441,398 0
双葉地方緑化推進委員会 2,600,000 0 0.0 0 0 0 0 0
いわき市緑化推進委員会 11,500,000 11,986,703 104.2 244,138 8,708,899 1,191,906 1,416,531 425,229

小　　　計 70,000,000 53,882,008 77.0 491,207 33,994,616 7,194,163 7,218,095 4,983,927
森 林 管 理 署 0 23,919 － 0 0 0 23,919 0
事 　 務 　 局 0 1,588,129 － 36,332 0 986,133 565,664 0

小　　　計 0 1,612,048 － 36,332 0 986,133 589,583 0
合　　　計 70,000,000 55,494,056 79.3 527,539 33,994,616 8,180,296 7,807,678 4,983,927

※街頭募金にイベント募金、常設募金等を含む。
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きのこで地域を元気に ㈳福島県森林・林業・緑化協会きのこ振興センター
●菌床栽培用ナメコ（登録品種）

〒963－0112　郡山市安積町成田字西島坂７－２　　Tel 024－947－2188　Fax 024－947－6926
E-mail : f -k inoko@mtj .biglobe.ne. jp　　URL:http://www.f-kinoko.org

●原木栽培用ナメコ（登録品種）
○その他各種種菌

○菌床　・シイタケ
　　　　・ハタケシメジ
　　　　・ムラサキシメジ等

○マイタケホダ木　　○栽培資材
安定多収量 大型・滑り少

コナラ原木で安定・多収量
食物繊維、ペクチン様物質豊富

福島Ｎ１号 福島Ｎ２号 福島Ｎ３号 福島Ｎ４号

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
元
年
ま
た
第

十
回
目
に
あ
た
る
節
目
を
迎
え
る
う
つ
く
し

ま
育
樹
祭
を
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
現
在
、
下
記
の
よ
う
な
概
要
で
の
開

催
に
向
け
て
実
行
委
員
会
で
内
容
を
検
討
し

て
お
り
ま
す
。

　

お
申
込
み
方
法
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近

日
中
に
チ
ラ
シ
等
も
作
成
し
て
皆
さ
ま
に
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

◦
開
催
日
時

　

十
一
月
三
日
（
祝
）
午
前
十
時
～

◦
開
催
場
所　

県
民
の
森
（
大
玉
村
）

◦
主
な
内
容

　

育
樹
・
植
樹
活
動
の
ほ
か
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
（
お
楽
し
み
に
！
）

◦
参
加
費　

無　

料

第
十
回

う
つ
く
し
ま
育
樹
祭
を

開
催
し
ま
す
。

第
四
五
回

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
現
地
審
査

　

緑
の
募
金
を
活
用
し
て
行
っ
て
い
る
花

い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
年
で
四
五
回

目
を
迎
え
、
今
年
は
五
二
団
体
か
ら
申
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
現
地
審
査
を
行
わ
ず
、
ア
ル
バ

ム
等
に
よ
る
書
類
審
査
と
し
ま
し
た
が
、

専
門
家
の
指
導
が
受
け
ら
れ
る
現
地
審
査

の
実
施
に
つ
い
て
多
く
の
団
体
か
ら
要
望

が
あ
り
、
県
の
協
力
に
よ
り
今
年
は
現
地

審
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

九
月
四
日
に
は
、
福
島
市
、
川
俣
町
の

応
募
七
団
体
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
は
雨
が
少
な
い
た
め
管
理
に
大
変
苦
労

さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
い
ず
れ
も
見
事
な

で
き
ば
え
で
し
た
。

　

十
月
に
本
審
査
を
行
い
、
十
一
月
下
旬

に
福
島
民
友
新
聞
社
に
お
い
て
表
彰
式
を

行
い
ま
す
。

川俣町飯坂小学校5年生の見事な花壇

JH東日本の飯坂インターチェンジ出口付近のプランター

昨年度の状況
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■ 

は
じ
め
に

　

皆
さ
ん
は
二
〇
一
〇
年
九
月
号
（
第
五
五

三
号
）
で
ご
紹
介
し
た
、「
ス
ギ
黒
点
病
菌
」

と
い
う
菌
類
を
用
い
て
既
存
ス
ギ
林
の
雄
花

を
開
花
前
に
枯
ら
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
、

即
効
性
を
狙
っ
た
花
粉
症
対
策
に
つ
い
て
、

覚
え
て
お
い
で
で
し
ょ
う
か
？

　

現
在
、
国
の
「
新
た
な
農
林
水
産
政
策

を
推
進
す
る
実
用
技
術
開
発
事
業
（
菌
類

を
利
用
し
た
ス
ギ
及
び
ヒ
ノ
キ
花
粉
飛
散

防
止
技
術
の
開
発
）」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
画
し
、
ス
ギ
黒
点
病
菌
を
利
用
し
た

実
用
的
な
花
粉
飛
散
防
止
技
術
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
は
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

に
得
ら
れ
た
成
果
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

■ 
ス
ギ
へ
の
最
適
な
人
工
接
種
時
期

　

ス
ギ
黒
点
病
菌
に
よ
っ
て
、
効
果
的
に
ス

ギ
の
雄
花
を
枯
ら
し
、
花
粉
飛
散
を
抑
え

る
為
に
は
、
最
適
な
時
期
に
ス
ギ
黒
点
病

菌
を
人
工
接
種
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月
～
二
〇
一
一

年
二
月
に
か
け
て
、
ス
ギ
黒
点
病
菌
の
人
工

接
種
適
期
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
当
セ
ン

タ
ー
内
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
八
年
生
の
ス
ギ

に
、
時
期
を
変
え
て
人
工
接
種
を
行
い
ま
し

た
。
同
時
に
各
接
種
時
期
に
お
け
る
雄
花

の
発
育
状
態
を
調
べ
、
雄
花
枯
死
率
（
人

工
接
種
に
供
し
た
全
雄
花
穂
数
に
占
め
る

感
染
枯
死
し
た
雄
花
穂
数
の
割
合
）
と
の

関
係
を
比
較
検
討
し
ま
し
た
。

　

接
種
源
と
し
て
は
、
ス
ギ
黒
点
病
菌
を

二
週
間
米
ぬ
か
＋
ふ
す
ま
培
地
に
培
養
し
た

菌
糸
塊
（
有
菌
米
ぬ
か・ふ
す
ま
固
形
培
地
）

を
用
い
、
付
着
法
（
雄
花
穂
を
ビ
ニ
ー
ル

テ
ー
プ
で
覆
い
、
そ
の
中
に
接
種
源
を
入
れ

る
方
法
）
に
よ
り
接
種
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
雄
花
の
発
育
状
態
に
つ
い
て
は
、
各
個

体
か
ら
毎
回
三
雄
花
穂
ず
つ
採
取
し
、（
独
）

森
林
総
合
研
究
所
に
調
べ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
時
期
で
も
雄
花
の

枯
死
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
九
月
二
二
日

以
前
の
枯
死
雄
花
か
ら
は
ス
ギ
黒
点
病
菌

が
再
分
離
さ
れ
ず
、
ス
ギ
黒
点
病
菌
に
よ

る
雄
花
の
枯
死
は
十
月
以
降
、
特
に
十
月

下
旬
以
降
に
高
い
確
率
で
引
き
起
こ
さ
れ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
図―

１
）。

　

ま
た
、
雄
花
枯
死
率
は
成
熟
雄
花
と
な
っ

て
か
ら
高
ま
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

■ 

ス
ギ
へ
の
感
染
率
の
向
上

　

前
述
の
人
工
接
種
適
期
を
把
握
す
る
為

の
試
験
で
は
、
接
種
源
と
し
て
有
菌
米
ぬ

か
・
ふ
す
ま
固
形
培
地
を
使
用
し
ま
し
た
が
、

実
用
化
を
図
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
散
布

接
種
を
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
以
前
に

ご
紹
介
し
た
時
に
は
、
ス
ギ
黒
点
病
菌
の

「
米
ぬ
か
・
ふ
す
ま
培
地
培
養
菌
糸
体
懸
濁

林業研究センターだより

スギ黒点病菌による
花粉飛散抑制技術の開発

～その後～

森林環境部

主任研究員　壽　田　智　久

スギ黒点病菌に感染したスギ雄花穂
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80
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40

20

0

平
均
雄
花
枯
死
率（
％
）

接種日

9月
2日
9月
10日
9月
17日
9月
22日
9月
29日
10月
7日

10月
13日

10月
22日

10月
27日

11月
17日

12月
15日

1月
14日
2月
16日

100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

平
均
雄
花
枯
死
率（
％
）

接種時期
10月 11月 12月 1月

1回接種 2回接種（2週間隔）

図－２　新処理液の時期別人工接種による平均雄花枯死率

図－１　人工接種時期別の平均雄花枯死率
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液
」
に
大
豆
油
等
を
混
ぜ
た
液
体
を
ス
ギ

雄
花
穂
に
ス
プ
レ
ー
器
を
用
い
て
散
布
す
る

方
法
（
散
布
法
）
に
よ
り
、
六
割
前
後
の

雄
花
を
枯
死
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
と
ご

報
告
し
ま
し
た
。
雄
花
枯
死
率
が
六
割
で

は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、
そ
の
後
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
胞
子
体
を
主
体

と
し
た
新
処
理
液
が
開
発
さ
れ
、
雄
花
枯

死
率
が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
十
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け

て
、
九
年
生
の
ス
ギ
の
枝
を
対
象
に
、
散
布

法
に
よ
り
新
処
理
液
を
人
工
接
種
し
た
結

果
、
約
七
七
％
～
九
九
％
と
、
か
な
り
高
い

割
合
で
雄
花
を
枯
死
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
接
種
回
数
は
一
回
接

種
よ
り
も
二
週
間
隔
で
二
回
接
種
し
た
方

が
、
よ
り
雄
花
枯
死
率
が
高
ま
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。（
図―

２
、
写
真―

１
、

写
真―

２
）。

■ 

ヒ
ノ
キ
に
も
効
果
あ
り

　

ヒ
ノ
キ
は
、
ス
ギ
よ
り
少
し
遅
れ
て
花
粉

飛
散
の
ピ
ー
ク
が
訪
れ
ま
す
が
、
や
は
り
花

粉
症
の
原
因
樹
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。
既

に
、
ヒ
ノ
キ
に
つ
い
て
も
、
ス
ギ
黒
点
病
菌

の
人
工
接
種
に
よ
っ
て
、
雄
花
の
感
染
枯
死

が
生
じ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
工
接
種
の
適
期
が

ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

二
〇
一
二
年
一
月
～
四
月
に
か
け
て
、
当
セ

ン
タ
ー
内
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
二
五
年
生
の

ヒ
ノ
キ
に
、
ス
ギ
同
様
に
時
期
を
変
え
て
人

工
接
種
を
行
い
、
各
接
種
時
期
に
お
け
る

雄
花
枯
死
率
と
雄
花
の
発
育
状
態
を
比
較

検
討
し
ま
し
た
。
接
種
源
に
は
新
処
理
液

を
用
い
、
散
布
法
に
よ
っ
て
接
種
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
三
月
十
六
日
以
降
の
接
種
時

に
は
、
各
接
種
枝
か
ら
一
二
〇
個
の
雄
花
を

採
取
し
て
雄
花
の
発
育
状
態
の
観
察
に
供

し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
月
及
び
二
月
で
は
ほ
と
ん

ど
枯
死
雄
花
は
認
め
ら
れ
ず
、
三
月
十
六

日
か
ら
急
激
に
雄
花
枯
死
率
が
高
ま
り
、

三
月
二
九
日
～
四
月
六
日
に
雄
花
枯
死
率

が
ピ
ー
ク
を
示
し
ま
し
た
（
図―

３
）。

　

ま
た
、
雄
花
の
観
察
に
よ
り
、
雄
花
枯

死
率
が
急
激
に
高
ま
っ
た
三
月
十
六
日
は
、

漸
く
雄
花
が
成
熟
し
始
め
た
時
期
で
あ
り
、

雄
花
枯
死
率
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
三
月
二

九
日
に
は
、
ほ
ぼ
完
全
に
雄
花
が
成
熟
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
ス
ギ
同
様
に
雄
花
が
成
熟
す
る
時

期
以
降
が
人
工
接
種
適
期
と
考
え
ら
れ
ま

70

60

50

40

30

20

10

0

平
均
雄
花
枯
死
率（
％
）

接種日
1月19日 2月19日 3月16日 3月22日 3月29日 4月6日 4月12日

新処理液 10％大豆油

し
た
。
な
お
、
四
月
十
二
日
接
種
で
雄
花
枯

死
率
が
急
激
に
低
下
し
た
原
因
は
、
開
花

が
四
月
十
九
日
で
あ
っ
た
こ
と
、
感
染
し
た

雄
花
の
中
に
は
一
部
花
粉
が
飛
散
し
て
い
る

も
の
が
あ
っ
た
こ
と
（
写
真―

３
）
等
か
ら
、

十
分
に
感
染
す
る
に
は
時
間
が
な
か
っ
た
為

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

■ 

お
わ
り
に

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
度
が
最
終
年
度

で
す
。
ス
ギ
に
つ
い
て
は
試
験
レ
ベ
ル
で
は
、

十
分
に
花
粉
飛
散
抑
制
の
効
果
が
確
認
で

き
ま
し
た
が
、
ヒ
ノ
キ
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

改
良
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
農
薬
登
録
も
含
め
、
実
際
に

林
分
に
施
用
す
る
等
、
更
に
一
歩
踏
み
込
ん

で
実
用
化
に
向
け
た
試
験
に
取
り
組
ん
で

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

写真－２  スギ枯死雄花の内部 写真－１  人工接種により枯死した雄花穂（右）と未接種雄花（左）

写真－３　一部、花粉が飛散した感染雄花

図－３　ヒノキへの時期別人工接種による平均雄花枯死率
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林道を訪ねて3,000㎞シリーズ（第11回）

　一ノ渡戸四ツ屋線との出会い
技術士　中　村　多　伸•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　１．一ノ渡戸四ツ屋線との出会い　
　当該路線とは昭和57年４月、赴任先の会津若松での出会い、既に着工路線であったが用地問題が難航し、黒森地区の
小山区長に連日訪問され、公舎にまで陳情された記憶がある。小山さんの熱い真意に触れたいと当地を訪問した。黒森
地区は山奥の�0数件の小さな集落で細い市道が唯一の生活道で、循環道・防災道としての機能を求めていたのだろうか。
今では憶測でしか判断できないが、こうした小さな集落沿線に道路が出来ることへの期待感だったのかもしれない。
　反対側の闇川地区の起点の決定には多くの時間を要し、直営での測量も余儀なくされたが熊との出会いが印象的で
あった。また、黒森地区と闇川地区の接点地点は、地形が急峻で全体計画線形の実施が困難となり、現地調査を重ねト
ンネルと橋梁との連続計画にした思い出がある。当時同僚だった渡辺寅男さんと30年ぶりに当該路線を訪ねた。

　２．現地の状況　
①　路盤の管理は良好で、特に側溝の土砂等の排土が丁寧に行われ、洗掘や縦浸食が少なく走行性が確保されている。

しかし、闇川側の急勾配区間は、グレーダーによる路面管理が認められ、路盤が脆弱化し縦浸食されている区間が
ある。機械による路面補修は路盤材の補充をしながら管理することが肝要である。

②　溜枡の機能はほぼ良好で、随所に設置されていて機能しているが、排水施設のうち、大規模な BOX カルバート等
の上流側には土砂が堆積して機能していなかったが、初期段階での管理をしていないと、大掛かりな管理の必要が
生ずる場合があるので、小まめに手入れすることが求められる。

③　法面保護工は、相対的に崩土も少なく木本類の生育も良く、支障木の管理も良く車両の通行が容易である。このよ
うに、管理が全体的に良好で気持ちの良い林道であった。

④　特記すべきことは、林道開設時に広葉樹を伐採した跡地に、杉の美林と良好な間伐が実施されている林分が多く認
められたのは、林道の開設効果の最たるものと思われる。

　３．技術的な課題とその現状　
①　当該林道は等高線沿いに波型の縦断勾配を採用した線形で、災害に強く安経費

で開設されている模範的な林道である。特に路盤工は機械転圧ではない区間を
多く設定したが、現時点で上置砂利工との区分が分らないくらい堅固で平坦な
路盤になっている。

②　黒森区間や闇川区間では、法面保護工の工法は多種多様な工法と配合を試みた
が、ラス張りの客土吹付け工と導入した木本類の種類等の選定は適切であった
ことが立証されていることを確認できた。

③　前述した黒森と闇川地区との接点区間を線形変更し、トンネルと橋梁の組み合
わせを試みた。既に闇川区間が施工されてトンネルまでの距離が確保できない
ことから、例外規定の縦断勾配にして実施したが、自ら通行してみると違和感
を感ずる。しかし急傾斜区間を避けてトンネルと橋梁で実施したたことは適切
であったと判断できる。

④　沢を横断する場合に、排水機能（CP・BOX 等）を持たせた大規模な盛土箇所
を計画することが多々あるが、呑み口側に堆積する土砂の処理を考慮して設計
することが肝要である。

⑤　当該路線でも、駒止工が施工されているが、盛土箇所では沈下等で機能が著し
く低下するケースが各地で認められているので、切土等堅固な地盤に計画する
ことが肝要である。

　・・ひとり言・・　
　時々職場にお邪魔することがありますが、驚くことが二つあります。一つは、図面を開いていない姿と会話の少ない
姿です。設計書の電算化を進める際のポイントの一つに、積算資料を見なくなり、歩掛りそのものの体系が忘れられて
（積算の根拠）、現場監督が出来なくなるのではないかという不安がありました。確かに、ITは職場に浸透し、画期的な
スピードと省力化に貢献しましたが、本質を見失うことのないように願ってやみません。

路 線 名 一ノ渡戸四ツ屋線 幅　　　員 4.00ｍ 延　　　長 16,288ｍ
市町村名 会津若松市東山町湯川〜大戸町闇川地内
開設年度 昭和5�年〜平成８年 事　業　名 広域基幹林道開設事業

トンネルと橋梁の組合せ
（黒森・闇川地区の接点）

間伐の実施状況（黒森区間）
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森林再生ボランティア活動を
実施しました。 ■県中農林事務所

　　林業普及指導員　米　川　眞　太

普及指導員通信•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　県中農林事務所では、９月５日に逢瀬公園・緑化センターにおいて、森林再生ボランティア活動を実施し
ました。
　この活動は、除染作業や植樹作業を体験しながら、放射性物質による森林汚染の実態などを学び、森林再
生について考える機会として、東京農業大学と（財）都市公園・緑化協会、県中農林事務所の共催で開催し
たものです。
　活動に参加したのは、東京農業大学地域環境科学部造園科学科の都市緑化技術研究室で近藤三雄教授に学
ぶ学生達です。
　この研究室では、これまで都市を彩る花や緑の技術を開発してきましたが、昨年の原発事故以降、放射性
物質で汚染された芝生地の除染と再生についても研究を開始しました。今回会場となった逢瀬公園・緑化セ
ンターにおいても、昨年、近藤教授らが芝生の深刈り工法（造園式除染・更新工法）の実証実験を実施した
ほか、学生らによる様々な研究が継続中であり、このような関係から、研究室の合宿日程の中に、森林再生
ボランティア活動が組み込まれたものです。

【取り組みの内容】
○福島県の森林汚染状況と除染に向けた取り組みについての概要説明
　・放射性物質による汚染状況について、現在も居住制限区域が設定されていることや、県内の森林や林産

物等も放射性物質に汚染されたこと。
　・林業生産活動やそれ以外の野外活動も制限され、安全が確認された林産物等においても、風評被害によ

り甚大な損害が出ていること。
　・森林等の除染は、生活圏と接する林縁部などで取り組むことは決まりましたが、それ以外の森林につい

ては、いまだ検討中であること。
　など、福島県を取り巻く状況について、理解を深めてもらいました。
○森林除染作業
　　　公園の一部において、汚染された落ち葉や枯れ枝を森林外へ搬出することにより除染を図る作業を行

いました。
　　　学生らは、郡山市森林組合の職員から除染の作業手順の説明を受けた後、園内の森林に入り、熊手で

落ち葉をかき集め、土嚢袋に入れて搬出する作業を行い、１時間ほどの作業で、土嚢袋400袋ほどの落
葉落枝を集めることができました。

○復興祈念植樹
　　　復興祈念植樹として、公園の一角にクヌギの苗木を植栽しました。
　　　この苗木は、郡山市内の個人の方が育てたもので、環境の大切さを知っていただく機会に使って欲し

いと、提供していただいたものです。

　活動開始にあたって近藤教授は学生達に、「除染という目的だけで終わるのではなく、除染をすることに
よって、少し荒れた、荒廃した森林を再生する。都市の緑においても、除染作業によって、より健全な快適
なものにしていく。という視点が大切」と話されていました。
　活動終了後、緑化センターから郡山産の梨が振る舞われました。
　おいしそうに梨を食べる学生達の姿を見ていますと、放射性物質による汚染や、風評被害に負けず頑張ろ
うと思え、学生達から元気をもらった活動体験となりました。

郡山市森林組合職員による作業説明 除染ボランティアの状況 復興祈念植樹
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五
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
前
月
比
で
三
〇
㌫
減
（
前
年
比
二
三
㌫

減
）
の
一
六
、
七
五
二
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。
製
材
需
要
の
低
迷
に
よ
り
素
材
価

格
の
下
落
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
、
出
材
量
減
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

販
売
量
に
つ
い
て
は
、
前
月
比
三
〇
㌫
減
（
前
年
比
二
四
㌫
減
）
の
一
六
、
〇
五

六
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

六
月
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
弱
気
配
で
あ
る
。

～
震
災
が
縁
で
深
ま
っ
た

南
会
津
の
素
材
生
産
業
～

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
月
が
経
過
し
た
昨

年
四
月
半
ば
、
所
長
、
部
長
の
「
復
興
市

だ
！
」
で
始
ま
っ
た
木
材
市
。
上
司
の
言
葉

に
も
半
信
半
疑
で
取
り
組
ん
だ
仲
間
づ
く

り
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
で
あ
り
な
が
ら
、
中
々

受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
。
見
る
か
ら
に
、

自
信
と
風
格
を
感
じ
る
個
性
的
な
人
ば
か

り
。
よ
う
や
く
十
五
人
の
仲
間
が
で
き
た
。

次
に
待
っ
て
い
た
の
が
組
織
の
立
ち
上
げ
、

戦
々
恐
々
と
し
た
面
々
、
心
の
内
を
見
せ
な

い
。
併
せ
て
議
題
に
し
た
の
が
、
六
月
九
日

の
第
一
回
「
震
災
復
興
用
木
材
供
給
市
」
で

あ
る
。
う
ち
の
上
司
は
、
言
う
こ
と
も
言
う

が
や
る
こ
と
も
早
い
。
こ
の
早
さ
が
南
会
津

の
丸
太
を
息
づ
か
せ
る
切
っ
掛
け
に
な
っ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
勢
い
、
イ
ケ
イ

ケ
で
始
ま
っ
た
第
一
回
木
材
市
で
は
、
六
四

〇
立
方
㍍
の
丸
太
が
集
ま
っ
た
。
ス
ギ
や
カ

ラ
マ
ツ
に
混
じ
っ
て
、
末
口
五
〇
㌢
を
越
す

ク
リ
や
ヒ
メ
コ
マ
ツ
。
買
う
方
に
は
た
ま
ら

な
い
。
こ
こ
ま
で
協
力
が
得
ら
れ
る
と
は
誰

も
が
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。
二
回
目
の
市

を
開
催
し
た
の
が
、
十
月
六
日
で
あ
る
。
国

有
林
の
協
力
も
あ
っ
て
、
八
六
〇
立
方
㍍
集

荷
で
き
た
。
市
も
成
功
の
う
ち
に
終
わ
っ
た

十
二
月
中
旬
、
来
年
の
復
興
用
木
材
の
安
定

供
給
に
向
け
、
南
会
津
町
長
に
要
望
活
動
を

行
っ
た
。
今
年
六
月
に
は
、
第
三
回
目
の
木

材
市
を
開
催
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
出
材
量

は
、
一
、
〇
〇
〇
立
方
㍍
の
大
台
を
越
す
こ

と
が
で
き
た
が
、
椪
山
の
質
の
違
い
が
気
に

掛
か
る
。
早
速
、
市
場
関
係
者
や
県
外
か
ら

社
長
さ
ん
を
呼
ん
で
、
造
材
技
術
や
椪
山
づ

く
り
の
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

多
く
の
素
材
生
産
業
者
と
と
も
に
森
林
組
合

作
業
員
も
一
緒
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
雰
囲

気
も
大
分
変
わ
っ
て
き
た
。

　

先
日
、
次
回
木
材
市
の
あ
り
方
に
つ
い
て

意
見
交
換
会
を
持
っ
た
と
こ
ろ
、
会
津
森
林

管
理
署
南
会
津
支
署
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
カ
ラ
マ
ツ
三
〇
〇
立
方
㍍
の
出
材
を
約

束
、
南
会
津
町
で
は
、
要
望
活
動
が
功
を
奏

し
、
二
・
二
㌶
の
ス
ギ
、
カ
ラ
マ
ツ
林
を
地

元
業
者
が
伐
採
す
る
こ
と
に
な
り
、
四
〇
〇

立
方
㍍
の
出
材
で
協
力
し
て
く
れ
る
。
伐
採

跡
地
は
再
造
林
し
、
仕
事
づ
く
り
を
目
指
す

と
言
う
。

　

初
め
て
の
市
を
契
機
に
、
地
域
の
林
業
関

係
者
が
、
国
有
林
を
巻
き
込
ん
で
一
つ
に
な

ろ
う
と
行
動
に
出
て
い
る
時
で
す
。
森
林
組

合
の
間
伐
材
を
、
素
材
生
産
業
者
が
大
型
ト

ラ
ッ
ク
で
輸
送
す
る
な
ど
の
業
務
提
携
に
発

展
し
て
い
る
分
野

も
あ
り
ま
す
。
課

題
は
山
積
み
し
て

い
ま
す
が
、
よ
う

や
く
、
南
会
津
地

方
に
遅
い
春
が
訪

れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

南
会
津
農
林
事
務
所
森
林
林
業
部

林
業
課

佐　

藤　

豊　

八

素材の価格〈工場着価格〉（６月15日現在）
（単位：m3当り千円）

注）１．前月差の△印は値下りを、＊印は前
月実績がなかったことを示す。

　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外
は各地域の平均的価格を示す。

　　３．一般用材カラマツは工場着価格では
なく、福島県森林組合連合会の会津
共販所・いわき木材流通センターの
素材市売価格を示す。

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会 津 地 方 浜 通 り 地 方 県 平 均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一

般

用

材

小
 5〜 9

4.00
並

ス　ギ
 9（ 8〜 9） 1 　（ 0〜 0） 0  9（ 9〜 9） 0  9（ 8〜 9） 1

10〜13 並 10（ 8〜12） 0  8（ 6〜 9） 0 10（10〜10） △1  9（ 6〜12） △1

中

14〜18

3.00
並 ス　ギ 10（ 9〜11） △1 10（ 8〜11） 0 10（ 9〜10） 0 10（ 8〜11） 0

並 ヒノキ 17（13〜23） 0 　（ 0〜 0） 0 15（15〜15） 0 17（13〜23） 0

6.00
並 ス　ギ 19（15〜25） 0 　（ 0〜 0） 0 14（14〜15） △1 17（14〜25） 0

並 ヒノキ 24（24〜24） 0 　（ 0〜 0） 0 25（25〜25） 0 25（24〜25） 0

20〜28

3.65 並 ス　ギ 12（11〜13） 0 11（11〜12） △1 11（11〜12） 0 11（11〜13） 0

4.00 並
アカマツ

10（ 8〜14） 0 　（ 0〜 0） －  9（ 9〜 9） 0 10（ 8〜14） 0

1.80 並  7（ 5〜 8） 0 　（ 0〜 0） －  8（ 8〜 8） 0  7（ 5〜 8） △1

外

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ 22（22〜22） 0 　（ 0〜 0） 0 23（23〜23） 0 23（22〜23） 0

並 米マツ 26（25〜26） 1 26（26〜26） 0 23（21〜24） △1 24（21〜26） △1
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ 　（ 0〜 0） 0 　（ 0〜 0） 0 22（22〜22） 0 22（22〜22） 0

4.00
並 ベニマツ 　（ 0〜 0） 0 　（ 0〜 0） 0 22（22〜22） 0 22（22〜22） 0

並 カラマツ 19（19〜19） 0 　（ 0〜 0） 0 19（19〜19） 0 19（19〜19） 0
南
洋
材

70〜90 8〜14
並 ラワン 　（ 0〜 0） 0 　（ 0〜 0） 0 　（ 0〜 0） 0 　（ 0〜 0） 0

並 アガチス 　（ 0〜 0） 0 　（ 0〜 0） 0 　（ 0〜 0） 0 　（ 0〜 0） 0

パルプ
用　材

－ －
並 マ　ツ 　（ 0〜 0） 0 　（ 0〜 0） 0 　（ 0〜 0） 0 　（ 0〜 0） 0

並 広葉樹 　（ 0〜 0） 0 　（ 0〜 0） 0 　（ 0〜 0） 0 　（ 0〜 0） 0

区分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ 　（ 0〜 0） 0 　（ 0〜 0） 0

13〜14 並 カラマツ 　（ 0〜 0） 0  8（ 7〜 8） 0

16以上 並 カラマツ 　（ 0〜 0） 0  9（ 8〜10） 0

「震災復興用木材供給市」造材技術研修会
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団体のページ

福島県森林組合

連 合 会

森連だより

安全用具の装着の
必要性について

　

森
林
内
で
の
作
業
中
の
労
災
事
故
と
し

て
チ
ェ
ン
ソ
ー
、
刈
払
機
と
も
脚
部
の
被
災

が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
（
六
〇
％
以
上
）。

　

機
具
別
に
み
る
と
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
は
脚
部

で
も
膝
部
の
正
面
。
刈
払
機
で
は
正
面
の
五

指
の
被
災
率
が
高
く
、
切
断
な
ど
重
度
の

被
災
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

脚
部
位
外
で
は
、
腕
部
に
二
〇
％
以
上
の

被
災
率
が
見
ら
れ
、
特
に
手
の
五
指
が
多
い

で
す
。

　

事
故
原
因
と
し
て
、キ
ッ
ク
バ
ッ
ク（
三
一・

一
％
）、
ス
リ
ッ
プ
（
一
四
・
九
％
）
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
力
を
か
け
過
ぎ
た
状

態
で
伐
っ
た
際
に
、
切
り
抜
い
た
刃
が
勢
い

余
っ
て
脚
部
等
に
当
た
る
と
い
う
事
例
も
見

ら
れ
ま
す
。
手
の
五
指
に
つ
い
て
は
、
エ
ン

ジ
ン
を
掛
け
た
ま
ま
刃
に
絡
ま
っ
た
ゴ
ミ
等

を
除
こ
う
と
し
た
と
き
に
被
災
し
た
な
ど
、

不
注
意
に
よ
る
事
故
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

年
齢
に
つ
い
て
は
、
一
〇
代
・
七
〇
代
を

除
い
て
は
、
概
ね
平
均
し
て
被
災
し
て
い
ま

す
。
就
業
年
数
別
に
見
る
と
、チ
ェ
ン
ソ
ー・

刈
払
機
と
も
五
年
以
下
の
就
業
者
の
事
故

率
が
五
〇
％
近
く
に
な
り
、
切
断
等
の
重
度

の
被
災
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
三
〇

年
以
上
の
就
業
者
の
事
故
も
、
少
な
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
作
業
上
の
安
全
指
導
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
合
わ
せ
て
安
全
用
具
の

適
切
な
使
用
に
よ
り
怪
我
の
軽
減
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

特
に
、
被
災
が
多
い
脚
部
の
安
全
用
具

の
使
用
は
か
な
り
有
効
で
す
。
 

チ
ェ
ン
ソ
ー
作
業
用
防
護
衣

　

作
業
ズ
ボ
ン
の
上
か
ら
装
着
す
る
物
で
、

ズ
ボ
ン
タ
イ
プ
、
チ
ャ
ッ
プ
ス
タ
イ
プ
（
前

掛
け
）
等
が
あ
り
ま
す
。
防
護
衣
の
内
部

に
特
殊
な
繊
維
が
織
り
込
ま
れ
て
お
り
、

チ
ェ
ー
ン
が
布
地
を
切
り
裂
く
と
特
殊
繊
維

が
引
き
出
さ
れ
チ
ェ
ー
ン
に
絡
み
つ
き
、

チ
ェ
ー
ン
の
回
転
を
瞬
時
に
停
止
さ
せ
ま

す
。
た
だ
し
、
刈
払
機
用
と
は
繊
維
の
織

込
方
が
違
う
た
め
、
刈
払
機
の
刃
（
チ
ッ
プ

ソ
ー
等
）
を
止
め
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

 

刈
払
機
作
業
用
防
護
具

　

脚
の
脛
に
装
着
す
る
物
。
野
球
の
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
用
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
の
様
な
物
（
硬
質

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
）
や
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
用
と

同
じ
よ
う
に
繊
維
に
よ
っ
て
刈
払
機
の
刃
を

止
め
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
チ
ェ
ン
ソ
ー

用
と
の
兼
用
は
出
来
ま
せ
ん
。

 

作
業
靴

　

爪
先
に
先
芯
（
ガ
ー
ド
）
が
入
っ
た
も
の

を
推
奨
し
ま
す
。
地
下
足
袋
、
シ
ュ
ー
ズ
、

ブ
ー
ツ
等
種
類
も
豊
富
で
す
。
た
だ
し
、
先

芯
以
外
は
普
通
の
作
業
靴
と
同
じ
素
材
な

の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
伐
採
や
枝
打
ち
作

業
の
時
期
に
入
り
ま
す
の
で
、
安
全
用
具
の

再
点
検
と
補
充
を
行
い
、
安
全
作
業
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
以
外
に
も
各
種
安
全
用
具
が
あ
り
、

本
会
で
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

《
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
用
命
は
各
森
林
組

合
か
、
福
島
県
森
林
組
合
連
合
会
（
電
話

〇
二
四―

五
二
三―

〇
二
五
五
、
担
当　

業

務
課　

高
橋
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。》

チェーンソープロテクタースネガード
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きのこセンター
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放射性物質検査の
取組み

～食品の安全・安心確保
への取り組み～

　

昨
年
発
生
し
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
で
拡
散
し
た
放
射
性
物

質
は
、
東
日
本
一
帯
に
お
け
る
農
林
水
産
物

の
食
品
の
安
全
を
大
き
く
揺
る
が
し
て
い
ま

す
。
厚
生
労
働
省
で
は
、
当
初
暫
定
規
制

値
を
設
定
し
て
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部

の
決
定
に
基
づ
き
暫
定
規
制
値
を
超
え
る

食
品
が
市
場
に
流
通
し
な
い
よ
う
出
荷
制

限
等
の
処
置
を
講
じ
ま
し
た
。
平
成
二
四

年
四
月
か
ら
は
『
よ
り
一
層
食
品
の
安
全
と

安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
』
緊
急
的
な
対

策
で
は
な
く
、
長
期
的
な
観
点
か
ら
新
た
な

基
準
値
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
基
準
値
の
設
定
に
と
も
な
っ

て
、
キ
ノ
コ
に
か
か
わ
る
指
標
値
も
設
定
及

び
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
キ
ノ
コ
栽

培
は
大
き
く
原
木
栽
培
と
菌
床
栽
培
に
分

類
さ
れ
ま
す
が
、
ど
ち
ら
の
栽
培
方
法
を

行
う
に
せ
よ
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
す
る
原
材

料
及
び
生
産
物
に
つ
い
て
安
全
性
確
認
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
流
通
・
消
費
者

側
か
ら
も
そ
れ
ら
の
証
明
書
の
添
付
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
生
産
者
は
安
全
性

の
証
明
を
自
ら
積
極
的
に
行
う
事
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

き
の
こ
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
内
生
産

者
が
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て

い
る
な
か
で
、
少
し
で
も
お
役
に
立
ち
、
ま

た
消
費
者
の
皆
様
に
も
県
産
き
の
こ
を
安

心
し
て
購
入
で
き
る
よ
う
に
、
昨
年
十
一
月

よ
り
放
射
性
物
質
測
定
装
置
を
導
入
し
て
、

検
査
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の

検
査
状
況
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

先
ず
、
生
産
者
が
分
析
を
依
頼
す
る
に

あ
た
り
、
結
果
が
得
ら
れ
る
ま
で
に
時
間
が

か
か
る
こ
と
、
依
頼
で
き
る
機
関
が
限
ら
れ

る
こ
と
や
複
数
の
検
体
を
分
析
す
る
に
は

分
析
料
が
高
い
こ
と
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
検
査
時
間
は
、
生
鮮
食
料
品

で
あ
る
キ
ノ
コ
に
と
っ
て
は
重
要
な
問
題
で

あ
り
、
検
査
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
収

穫
適
期
を
逃
し
た
、
品
質
が
低
下
し
た
、

出
荷
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
分
析
業
務
の
特
徴

は
、「
迅
速
」
な
こ
と
で
あ
り
、
最
短
即
日

で
結
果
書
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

㈳福島県森林・林業・緑化協会
　きのこ振興センター

主査　平田　尚久

生
産
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
べ
く
、
必
要

な
分
析
料
に
つ
い
て
も
極
力
抑
制
し
て
お

り
、
よ
り
細
や
か
な
安
全
性
の
証
明
に
役
立

て
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

分
析
実
績
は
、
昨
年
度
生
き
の
こ
一
一
六
、

原
木
四
二
、
培
地
八
一
ほ
か
、
計
四
八
五
検

体
で
あ
り
、
今
年
度
は
六
月
ま
で
に
生
き
の

こ
五
一
、
原
木
一
、
培
地
一
六
〇
ほ
か
、
計
三

一
二
検
体
の
分
析
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

後
秋
か
ら
冬
に
向
け
て
キ
ノ
コ
発
生
、
消
費

及
び
製
造
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
た
め
、
分
析
依

頼
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
過
去
に
「
食
の
安
心
・
安
全
」

の
崩
壊
を
何
度
も
経
験
し
て
き
て
い
ま
す
。

Ｏ―

１
５
７
問
題
で
は
カ
イ
ワ
レ
生
産
者
が

大
き
な
風
評
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
Ｂ

Ｓ
Ｅ
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
で
も
同
様

の
こ
と
が
生
じ
ま
し
た
。
見
え
な
い
も
の
や

未
知
の
も
の
へ
の
不
安
が
不
安
を
呼
ぶ
結

果
、
長
期
に
わ
た
る
「
風
評
被
害
」
を
生

じ
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
安
全
な
原
材
料
を

使
用
し
て
適
切
な
管
理
の
も
と
栽
培
さ
れ

た
キ
ノ
コ
は
、
食
品
の
基
準
値
を
超
え
る
こ

と
は
な
い
は
ず
で
す
。
風
評
被
害
の
払
拭
の

た
め
に
も
、
地
道
に
安
全
性
の
証
明
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
と
い
た
し
ま
し
て
は
引
き
続

い
て
食
品
の
安
心
・
安
全
の
確
保
の
た
め
に

分
析
業
務
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
活

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

● 

放
射
性
物
質
検
査

受　

付
：

　

八
時
三
〇
分
～
一
七
時
一
五
分
（
月
～
金
）

　
　

遠
方
の
方
は
宅
急
便
を
ご
利
用
下
さ
い
。

分
析
料
：

　

二
、
五
二
〇
円
／
検
体

※
詳
細
に
つ
い
て
は
㈳
福
島
県
森
林
・
林

業
・
緑
化
協
会 

き
の
こ
振
興
セ
ン
タ
ー

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
二
四―

九
四
七―

二
一
八
八分析作業風景分析検体（生きのこ）
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福島県林研グループ
連絡協議会

林研コーナー

林研グループの
現状について

　

あ
の
未
曽
有
の
震
災
、
津
波
、
そ
し
て

原
発
事
故
か
ら
、
一
年
半
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
福
島
県
は
豊
か
な
森
、
き
れ

い
な
水
、
そ
し
て
、
本
当
の
空
を
、
先
人

た
ち
か
ら
受
け
継
ぎ
、
守
っ
て
き
ま
し
た

が
、
残
念
な
こ
と
に
、
一
瞬
に
し
て
、
放

射
能
と
い
う
目
に
見
え
な
い
も
の
に
汚
染

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
森
林
に
対
す
る

活
動
は
、
い
つ
の
間
に
か
除
染
活
動
に
な

り
、林
家
を
始
め
と
す
る
関
係
者
は
、色
々

と
思
案
し
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
除

染
に
関
し
て
は
、
国
の
取
組
み
が
遅
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

私
た
ち
も
正
直
ど
の
よ
う
に
動
け
ば
よ

い
の
か
わ
か
ら
ず
、
た
だ
時
間
だ
け
が
過

ぎ
焦
点
が
合
わ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
私
が
驚
い
た
こ
と
に
は
、
あ
の

災
害
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
紙

で
は
、
森
林
イ
ベ
ン
ト
、
緑
の
教
室
・・・

今
ま
で
と
変
わ
り
な
く
活
動
報
告
が
あ

り
、
少
し
驚
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
大

人
は
も
ち
ろ
ん
子
供
た
ち
も
参
加
し
て
の

活
動
を
再
開
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
と
て

も
勇
敢
に
見
え
る
し
、
困
難
に
向
か
っ
て

果
敢
に
前
を
向
き
、
前
進
し
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。
何
も
し
な
け
れ
ば
、
前

に
は
出
ら
れ
な
い
現
状
で
、
一
歩
出
る
こ

と
の
力
、
先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
い
だ
、

豊
か
な
財
産
を
守
る
た
め
に
私
た
ち
が
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
事
、
色
々
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
林
研
グ
ル
ー
プ
の
現
状
に
つ
い

て
は
、
各
団
体
は
、
継
続
が
難
し
く
、
私

の
グ
ル
ー
プ
も
現
在
の
ま
ま
で
は
活
動
再

開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
の
活

動
は
も
ち
ろ
ん
色
々
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
休
止

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
再
活
動
を
促
す
こ

と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ふたばグリーンネットワーク2000

代表　早矢仕　恵子

　

各
団
体
の
意
見
（
情
報
）
の
交
換
を
頻

繁
に
し
て
い
く
こ
と
も
、
課
題
で
す
。
個

別
単
位
で
動
く
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い

く
上
で
、
横
の
繋
が
り
が
必
要
に
も
思
い

ま
す
。

　

先
に
も
書
い
た
よ
う
に
、
私
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
の
再
稼
働
は
と
て
も
難
し
く
大
変

で
す
が
、
私
自
身
近
隣
の
活
動
に
参
加
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
私
た
ち

が
、
元
気
に
活
動
す
る
こ
と
が
、
復
興
・

再
生
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
被

災
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
し
て
も
観
点

が
被
災
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
福
島

県
に
お
い
て
、
林
研
グ
ル
ー
プ
の
地
道
な

活
動
が
、
次
世
代
に
負
の
遺
産
で
は
な

く
、
緑
の
豊
か
さ
を
継
承
で
き
る
よ
う
な

活
動
に
し
た
く
思
い
ま
す
。

　

や
っ
ぱ
り
故
郷
の
緑
が
一
番
素
晴
ら
し

い
、そ
し
て
故
郷
の
水
は
お
い
し
い
で
す
。

失
く
し
て
み
て
初
め
て
分
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
避
難
先
で
、
原
発
の
爆
発
が

続
き
、〝
も
う
帰
れ
な
い
”
と
思
っ
た
と

き
、
な
ぜ
か
、
涙
が
こ
ぼ
れ
る
よ
り
も
、

心
の
中
で
、〝
う
さ
ぎ
追
い
し
か
の
山
、

小
鮒
つ
り
し
か
の
川
・
・
忘
れ
難
し
故
郷
”

を
う
た
っ
て
ま
し
た
。や
は
り
故
郷
の
緑
、

水
、
は
一
番
良
い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
当
の
空
を
信
じ
て
、
林
研
活
動
に
つ
な

ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

第37回福島県林業祭（林業復興応援イベント）の開催
１　開 催 日　　平成24年10月20日㈯～21日㈰
２　会　　場　　福島県林業研究センター、ホテルバーデン（郡山市安積町）
３　内　　容
　　　【林業関係表彰式】 ホテルバーデン �0日㈯　��：00〜��：00
　　　【林業復興シンポジウム】 ホテルバーデン �0日㈯　�3：00〜�5：00
　　　【林業関係の復興に関する展示】 林業研究センター �0・��日両日
　　　【体験・イベント等】 林業研究センター �0・��日両日
　　　　　模擬上棟式、森のオークション、きのこ料理実演、木工クラフト、農林産物展示販売など

※詳細については、後日チラシ等でお知らせします。なお、林業復興シンポジウムについては事前の申込が
必要となります。
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株式会社　福島測機
福島市渡利山ノ下前37-2　TEL 024-523-1706　FAX 024-523-1704

１. 樹木の様に比較的まっすぐな場合 ２. 堆積物等の山なり形状の場合

LDM-20
レーザーハイトセンサー「ハイト mini」
LDM-20

【LDM-20　仕様】 測 距 範 囲
測 距 精 度
傾斜センサー分析能
測　　　　　定
寸　　　　　法
重　　　　　量
付　　属　　品

反射板　無30ｍ　有300ｍ
±５mm
0.1
高さ・水平距離・斜距離
Ｗ64・Ｈ64・Ｄ180
650ｇ

ソフトケース・反射板・取説
RS232Cケーブル・EXCEL取込ソフト

高さ測定
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光
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表紙の写真

「楽しい森林教室」
　第８回ふくしま森林・林業写真
コンクールで佳作となった市川明
さん（福島市）の作品。

はなしの
ひろば

　

雨
上
が
り
の
空
に
か
か
る
虹
、
子
供
の
頃
、
虹
を
見
つ
け
る
と
友
達
と
色
の
数
を
競
っ
た
思
い
出
が
あ
る
。

い
つ
も
、
七
色
全
て
を
見
分
け
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
色
は
赤
か
ら
紫
ま
で
不
連
続
な

の
で
中
間
色
が
い
く
つ
も
あ
る
が
、
は
っ
き
り
と
見
分
け
ら
れ
る
色
は
そ
う
多
く
は
な
い
。
古
来
の
日
本
で

は
、
虹
は
五
色
だ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
現
在
で
も
虹
は
二
色
と
い
う
民
族
も
あ
る
ら
し
い
。
二
色
で
も
七

色
で
も
虹
は
虹
で
あ
り
、
色
の
数
は
い
く
つ
見
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
い
く
つ
に
見
る
か
と
い
う

文
化
で
あ
る
と
思
う
。
な
お
、
七
色
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
決
め
て
学
校
教
育
で
広
ま
っ
た
と
い
う
。

　

日
本
の
伝
統
色
の
中
に
、「
も
え
ぎ
い
ろ
」
と
い
う
色
が
あ
る
。
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
色
を
思
い
出
す
だ
ろ
う
。

　

多
く
の
人
は
、
春
の
芽
吹
い
た
ば
か
り
の
草
木
の
色
（
萌
黄
色
）
だ
ろ
う
か
。「
も
え
ぎ
い
ろ
」
に
は
、

も
う
一
色
あ
る
。
ネ
ギ
の
芽
の
色
、
少
し
暗
い
緑
色
（
萌
葱
色
）
で
あ
る
。
私
の
「
も
え
ぎ
い
ろ
」
は
、
春

の
山
の
色
で
あ
る
。

　

残
雪
の
中
に
萌
え
出
る
ブ
ナ
の
鮮
や
か
な
黄
緑
色
、
水
色
に
少
し
だ
け
緑
色
を
混
ぜ
た
よ
う
な
コ
ナ
ラ

の
芽
吹
き
や
緑
に
オ
レ
ン
ジ
を
混
ぜ
た
よ
う
な
赤
み
が
か
っ
た
ク
ヌ
ギ
の
芽
吹
き
な
ど
、
紅
葉
と
同
じ
よ
う

に
樹
木
そ
れ
ぞ
れ
に
芽
吹
き
の
色
が
異
な
り
、
春
の
山
は
心
浮
き
立
つ
ほ
ど
に
美
し
い
風
景
と
な
る
。
紅

葉
は
近
く
か
ら
見
て
も
き
れ
い
だ
が
、
春
の
山
は
、
遠
く
か
ら
山
全
体
を
見
る
の
が
よ
い
と
思
う
。

　

秋
の
紅
葉
は
、
一
抹
の
寂
し
さ
を
内
在
さ
せ
た
煌
び
や
か
な
美
し
さ
、
春
の
若
葉
は
、
内
に
沸
き
立
つ
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
秘
め
た
伸
び
や
か
な
美
し
さ
を
感
じ
る
。

　

落
葉
広
葉
樹
林
帯
に
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
、
つ
く
づ
く
あ
り
が
た
い
と
思
う
季
節
で
あ
る
。

　

来
年
の
春
に
は
桜
の
お
花
見
ば
か
り
で
な
く
、
山
笑
う
季
節
を
満
喫
し
に
出
か
け
よ
う
。

　
「
山
笑
う
」
と
は
、
俳
句
の
春
の
季
語
で
あ
る
。
草
木
が
萌
え
始
め
て
、
の
ど
か
で
明
る
い
春
の
山
の
様

子
の
こ
と
だ
が
、
春
の
山
を
見
て
「
山
笑
う
」
と
表
現
し
た
日
本
人
の
感
性
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
と
現
在
の
里
山
の
樹
木
の
種
類
が
異
な
っ
て
い
る
と
、
萌
黄
色
が
違
う
色
と
な
っ

て
し
ま
う
。
先
人
が
「
山
笑
う
」
と
読
ん
だ
萌
黄
色
が
現
在
も
同
じ
色
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

 

安
達　

菫
風　

　

自
然
の
色



山火事で受けた
損害

又は　県庁森林保全課
℡ 024－521－7441

《ご相談・お申し込みは》
◆県内各森林組合
◆福島県森林組合連合会

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林国営保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5
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住化グリーン株式会社
本社　　　　〒104－0032　東京都中央区八丁堀４丁目５番４号 　　　　　　TEL.03-3523-8070　FAX.03-3523-8071
東北営業所　〒981－3133　宮城県仙台市泉区泉中央３丁目10番３号　泉セントラルビル202号室　TEL.022-771-6681　FAX.022-771-6682

ヤシマスミパイン乳剤
ヤシマスミパインMC
グリンガードNEO
バークサイドF
ヤシマNCS
モリエートマイクロカプセル
マツグリーン液剤2
マッケンジー

ちゅらシート（茶・白）
与作シート（茶・白）
折りたたみ式
専用キャリーバック使用（　　　　　　 ）

野生獣類から大切な
植栽木を守る
ヤシマレント

大切な日本の松を守る
住化グリーンの林業薬剤

蜂さされ防止
ハチノックL（巣退治）
ハチノックS（携帯用）

くん蒸用生分解性シート

使いやすさを
追求したハンドルと
思いのアクセルワークが
可能なトリガーレバー。

排気量18.3㎝3

世界最小・最軽量、2.2㎏の手のひらサイズ

20㎝（８インチ）・SP　￥66,675（税込）
20㎝（８インチ）・CV　￥72,765（税込）

40㎝（16インチ）・SP ￥135,660（税込）
45㎝（18インチ）・SP ￥137,865（税込）
40㎝（16インチ）・Ｈ ￥135,660（税込）
45㎝（18インチ）・Ｈ ￥137,865（税込）

・防振ハンドルブラケット
・トリガーレバータイプ
チップソー￥79,380（税込）
笹刈刃 ￥78,330（税込）

ハスクバーナー・ゼノア㈱福島県代理店

㈲うねめ林業機械
TEL（024）952－2657・FAX（024）951－7775　〒963－0211　郡山市片平町字新蟻塚108の１

排気量40.1㎝3

さまざまな用途に対応、本格プロ仕様シリーズ
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